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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本論文の目的は、医療サービスに価値を提供する医薬品情報提供システムの管理構造と医
薬品情報の利活用モデルを明らかにすることにある。 
論文は3部構成となっており、第Ⅰ部では医薬品情報システムの現状について、医薬品情報
の価値提供、管理手法、利活用の3つの視点から課題の整理分類を行っている。まず第１章で
は、医薬品情報ニーズの変遷や情報提供に対する施策の概要について、先行研究と併せて提示
し、医薬品情報システムが抱える問題点を整理している。次いで第2章では、臨床での医薬品
情報の管理と運用、利活用、安全管理への応用、薬剤部門の評価状況について、200床以上の
一般病院（1,982病院）を対象に実態調査を行い、臨床においても医薬品情報提供に対する評
価がほとんど行われていないことを明らかにしている。 
第Ⅱ部では、医薬品情報システムの管理評価はAPDEAマネジメントサイクルによる管理が適
していることを主張し、その機能を評価する新たな枠組みを提示し、第2章の実態調査のデー
タを用いて検証している。また、情報管理業務を担う薬剤師の情報管理機能をAPDEAの5つの機
能に対応させて評価し、役割の再編を試みている。第3章では、医薬品情報提供システムの管
理手法としては、APDEAマネジメントサイクルが適していることを主張している。次いで第4章
では、APDEA機能を7W2H2Eの視点で分類、点数化し、定量的に評価する枠組みを提唱する。さ
らに第5章では、これらの考察をもとに、情報管理業務を担う薬剤師の情報管理機能を5つに再
定義し、新たな行動計画を提示している。 
第Ⅲ部では、医薬品情報の利活用について、その利用目的が価値として提供されるための方
法論と枠組みを経営戦略論の視点から主張している。ここでは、医薬品情報提供が診療報酬の
加算対象となっている3つの事例について、医薬品情報提供の「価値設計図」を提示し、利用
モデルを提唱している。具体的には、リスク管理における医薬品情報の戦略的利用（第6章）、
がん地域連携クリティカルパスにおける医薬品情報の利用戦略（第7章）、および医療ニーズ
に対する医薬品情報の提供戦略（第8章）の3つの事例を考察している。終章では、本論文の総
括を行い、学術面、施策面、実務面の3分野へのインプリケーションと研究の限界と今後の課
題を提示している。 
本研究の特徴は、医薬品情報システムを体系的に評価することによって、新たな管理構造と
利活用モデルを提唱している点にある。APDEAマネジメントサイクルの採用に基づく医薬品情
報モデルの可能化、情報管理業務を担う薬剤師の業務機能の見直しと役割の再配分、「価値設
計図」に基づく医薬品情報の新たな利活用モデルの提唱などの斬新なアイデアが提示されてお
り、今後のこの分野のパイオニアとなる研究成果として評価される。よって、博士（経営学）
の学位請求論文としての審査は合格である。 
 
